
超小型・小型モビリティーはどうなる 
～実証実験から見える動向～ 

（２）第２世代「電動低速車での実証実験(国交省総合政策局・
エコモ財団）」 低速車：最高速２０Km/h以下の車両 

• 輪島・京都・姫島における4人乗り軽自動車規格の電動低速車による実証実
験に基づき、安全基準が大幅に緩和される電動低速車の検討が加速された。 

  ①輪島での電動小型低速車利用の地方創生（輪島商工会議所） 

  ②中山間地域での活用（事業主体 京都府、木津川市） 

  ③姫島でのゴルフカート利活用の社会実証（姫島エコツーリズム協議会） 

• 一方桐生市では、10人乗り小型自動車規格での電動低速車実証実験が開
始された。 

 

 
 

（１）第１世代「超小型モビリティー（国交省自動車局）」 
• 2013年国交省は地方自治体の実証実験に用いる「超小型モビリティー」の公
道走行を認めるガイドラインを定め、2014年より実証実験が開始された。 

• 実証実験には、原付4輪(1人乗り）にトヨタコムス、軽自動車規格の超小型モ
ビリティー（2人乗り）に日産ニューモビリティーコンセプト、ホンダ MC-β、
NTN/タジマ、ノイエスブリーブ、コボット９、HTM－Japanなどが参加した。 

• 国交省によると2017年末までに全国で40か所で実証実験を行い、7000台の
超小型モビリティーが登録されたとしている。 

2人乗り軽規格の超小型モビリティーでは日産 
  が100台規模、ホンダが20台規模で導入したが、 
  その他は数台規模であった。 
1人乗り原付規格の超小型モビリティーでは 
  トヨタコムスが唯一大量導入で6000台以上と 
  推定される。 
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• 国土交通省は道の駅と中山間部住人のラストマイル・モビリティーとして7

人乗り小型自動車規格のヤマハ・ゴルフカートに電磁誘導と前方障害物
検知装置を付けて実証実験を開始。 

• DeNAは10人乗り自動運転小型車の公道実証実験を道の駅で初実施。 
• 東電は福島原発敷で15人乗り自動運転小型バスの敷地内運行を開始。 

（３）第３世代「国土交通省道路局の電動低速車と自動運転  

 の融合」 低速車：最高速２０Km/h以下の車両 

（４）最後はやはり高齢化問題に行き着く 

• 未来投資戦略2018では高齢者のモビリティ-の拡充があげられている。 
• 国交省/エコモ財団が推進するGreen Slow Mobilityも地域住民の足（特

に高齢者）として位置づけられている。 
• 最近の新聞で鈴木はセニアカーを盛んにPRしている 

 


